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贈与税の申告

Q:私は、叔父から不動産の贈与を受けま

した。贈与税の申告が必要だと思うのですが、

贈与税についてはよくわかりません。

そこで、贈与税の申告手続きについて教え

てください。

A.:翌年2月1日から3月15日までの間

に、申告書を提出しなければなりません。

【解説】

00

贈与とは、“財産をダダであげましょう”

もらいましょう
，，

という贈与者と受贈者の

意思表示により成立する契約ですが、贈与税

は受贈者、つまり財産をダダでもらった人に

かかる税金です。

1年間に個人からもらった財産の価額の合

計額が60万円を超える人は、贈与税の申告

と納税が必要となります。

申告と納税は、贈与のあった年の翌年2月

1日から3月15日までの間にしなければな

りません。申告書の提出先は、その申告書を

提出する時点におけるその人の住所地の所轄

税務署となっています。

贈与税の申告期限までに申告書の提出がな

い場合には、税務署は税額の決定権をもって

います。しかし、申告期限後でも税務署から

の決定通知があるまでは、いつでも申告書を

提出することができます。これを期限後申告

といいます。この期限後申告をした場合には、

原則として無申告加算税が課税されます。
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